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６月３０日～７月１日、札幌市・江別市において議員研修
会と視察研修を実施しました。全議員が参加しての研修の目
的は、議会の役割と議員の資質向上、行政課題についての調
査研修にあります。
１.全道議員研修会（札幌市）「どうなる日本の政治と経済」
２.札幌市リサイクルプラザ宮の沢「資源リサイクルシステム」
３.イーアスサッポロフードコート「鹿追町の物産販売状況」
４.江別市セラミックアートセンター「地域資源の活用による
産業振興、施設運営」
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鹿追町町制施行５０年の年に３人の名誉町民が議
会の議決のもとに決定されました。３氏はいずれも
町政はもちろんのこと、産業界でも大きな功績を残
されました。今月の議会だよりの表紙写真は５０年
前の議会議員です。その中に福原治平氏の姿もあり
ます。佐藤茂氏、岡野友行氏ともどもお元気で御指
導をお願い致します。

（広報特別委員　狩野　正雄）

議員研修・橋本五郎氏講演

セラミックアートセンター イーアス札幌フードコート

リサイクルプラザ宮の沢
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議会広報特別委員会

委 員 長　　川染　　洋
副委員長　　山岸　　宏
委　　員　　安藤　幹夫

狩野　正雄
飯沼　新吾

＜４月＞
２７日　総務常任委員会
３０日　産業常任委員会

＜５月＞
１２日　広報特別委員会
１３～１４日　基地対策特別委員会視察研修（真駒内駐屯

地外）
２２日　総務常任委員会施設調査（町内）
２６日　総務常任委員会
２７日　全員協議会
２８日　第７回臨時会、産業常任委員会

＜６月＞
３日　全員協議会、産業常任委員会
５日　議会運営委員会
８日　広報特別委員会
９日　産業常任委員会施設調査（町内）

１０日　本会議（１９日まで）、議会運営委員会、全員協議
会、基地対策特別委員会

１５日　総務常任委員会
１６日　一般質問、全員協議会、産業常任委員会
１９日　本会議、総務常任委員会、議会改革・活性化等

調査特別委員会
２３日　上士幌町議会産業常任委員会行政視察来町
２９日　議会改革・活性化等調査特別委員会
３０日～１日　北海道町村議会議長会議員研修会

＜７月＞
６日　富良野市議会行政視察来町、広報特別委員会
９日　七飯町議会行政視察来町

１０日　町制施行５０年記念式典
１４日　総務常任委員会
１５日　広報特別委員会、産業常任委員会
１６日　全員協議会、議会改革・活性化等調査特別委員会、

議会運営委員会
２１～２３日　総務常任委員会行政視察研修
２４日　産業常任委員会、全員協議会
２７日　第８回臨時会
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万
円
が
追
加
さ
れ
原
案
可
決
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
の
総
額
を

53
億
4

千
8

百
54
万
5

千
円
と

し
ま
し
た
。

６月定例議会

平　
和　
区　
町　
内　
会　
（　
藤　
田　
農　
夫　

治　
区　
長　
）　
か　
ら　
提　
出　
さ　
れ　
た　

「　
住　
民　
の　
安　
全　
な　
生　
活　
を　
確　
保　
す　

る　
た　
め　
に　
町　
道　
の　
整　
備　
を　
求　
め　

る　
陳　
情　
書　
」　
は　
産　
業　
常　
任　
委　
員　

会　
に　
付　
託　
さ　
れ　
、　
最　
終　
日　
に　
採　

択　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

「
鹿
追
墓
地
」
、
「
中
鹿
追
墓

地
」
の
廃
止
手
続
き
を
実
施
す

る
た
め
移
転
に
伴
う
費
用
等
の

減
額
・
免
除
等
の
規
定
を
改
正

す
る
鹿
追
町
共
同
墓
地
使
用
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
や

町
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
の
「
廃

棄
物
等
」
の
受
け
入
れ
に
係
わ

る
料
金
の
設
定
を
定
め
た
同
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
等
4

件
を
原
案
通
り
可
決

し
ま
し
た
。

地　
方　
分　
権　
下　
に　
お　
け　
る　
議　
会　
の　
役　
割　
と　
は　
？　

多　
様　
化　
す　
る　
住　
民　
の　
意　
思　
を　
ど　
う　
反　
映　
さ　
せ　
る　
の　
か　
？　

先　
例　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
な　
い　
新　
た　
な　
試　
み　
へ　
の　
挑　
戦　
は　
？　

第
2

回
定
例
議
会
は
、
6

月

10
日
か
ら
19
日
ま
で
を
会
期
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
昭
和
34
年
9

月
1

日

に
町
制
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
50

年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
一

般
会
計
補
正
予
算
に
1

千
44
万

円
の
町
制
施
行
50
年
記
念
事
業

費
が
提
案
さ
れ
可
決
。
去
る
7

月
10
日
に
は
記
念
式
典
も
盛
大

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、

鹿
追
観
光
D
V
D
や
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
の
作
製
、
音
楽
祭
の
開

催
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

の
提
案
に
同
意
決
定
し
ま
し
た
。

福
原
治
平
氏

佐
藤
　
茂
氏

岡
野
友
行
氏

今　
年　
度　
よ　
り　
鹿　
追　
消　
防　
署　
に　
配　

置　
さ　
れ　
る　
J  A  
共　
済　
連　
か　
ら　
寄　
贈　
さ　

れ　
た　
救　
急　
自　
動　
車　
の　
器　
材　
及　
び　
高　

規　
格　
仕　
様　
の　
装　
備　
等　
の　
財　
産　
の　
取　

得　
に　
つ　
い　
て　
原　
案　
の　
通　
り　
可　
決　
さ　

れ　
ま　
し　
た　
。　
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、
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済
危
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億
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済　
対　
策　
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6  

ペ　
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ジ　
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載　
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）
補
正
予
算
2

億
2

千
5

百

6
月
10
日
と
最
終
日
の
19
日
に

平
成
21
年
度
の
補
正
予
算
が
審
議

さ
れ
い
ず
れ
も
原
案
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

10
日
の
一
般
会
計
補
正
予
算
審

議
で
は
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
利

用
組
合
に
「
さ
つ
ま
い
も
」、「
ア

ピ
オ
ス
マ
メ
科
の
一
種
」、「
菜な

種た
ね

」
等
の
新
規
作
物
栽
培
委
託
料

3
百
28
万
円
の
追
加
、
同
施
設
か

ら
製
造
さ
れ
る
消
化
液
を
園
芸

用
、
葉
面
散
布
用
の
製
造
委
託
業

務
に
1

百
80
万
円
追
加
、
町
制
施

行
50
年
記
念
事
業
費
等
を
併
せ
総

額
2

千
4

百
34
万
6

千
円
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

昭　
和　
2  2  
年　
7  

月　
に　
「　
ス　
ー　
パ　

ー　
福　
原　
」　
を　
創　
業　
以　
来　
、　
卓　
越　

し　
た　
手　
腕　
で　
鹿　
追　
町　
商　
業　
を　
常　

に　
リ　
ー　
ド　
し　
、　
道　
内　
で　
の　
一　
大　

企　
業　
に　
成　
長　
さ　
せ　
、　
そ　
の　
間　
町　

議　
会　
議　
員　
を　
3  

期　
1  2  
年　
務　
め　
ら　

れ　
ま　
し　
た　
。　
昭　
和　
4  0  
年　
6  

月　
に　

は　
然　
別　
湖　
畔　
に　
「　
ホ　
テ　
ル　
福　
原　
」　

名　
誉　
町　
民　
は　
町　
の　
行　
政　
、　
産　

業　
及　
び　
経　
済　
等　
の　
発　
展　
に　
貢　
献　

し　
そ　
の　
功　
績　
が　
卓　
越　
し　
、　
深　
く　

町　
民　
の　
尊　
敬　
を　
受　
け　
る　
者　
に　
町　

長　
が　
議　
会　
の　
同　
意　
を　
得　
て　
決　
定　

す　
る　
も　
の　
で　
す　
。　
福　
原　
治　
平　
氏　
、　

佐　
藤　
茂　
氏　
、　
岡　
野　
友　
行　
氏　
の　
3  

名　
の　
「　
名　
誉　
町　
民　
」　
の　
提　
案　
が　

あ　
り　
、　
同　
意　
の　
上　
決　
定　
さ　
れ　
ま　

し　
た　
。　
各　
人　
の　
功　
績　
は　
次　
の　
と　

お　
り　
で　
す　
。　

を　
開　
業　
、　
然　
別　
湖　
観　
光　
の　
振　
興　

に　
も　
大　
き　
く　
寄　
与　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

一　
方　
、　
ホ　
テ　
ル　
内　
の　
美　
術　
館　

や　
町　
内　
の　
福　
原　
美　
術　
館　
に　
は　
、　

「　
神　
田　
日　
勝　
」　
の　
絵　
画　
を　
は　
じ　
め　

国　
内　
外　
の　
美　
術　
品　
が　
展　
示　
さ　
れ　

本　
町　
の　
文　
化　
発　
展　
に　
も　
大　
き　
く　

貢　
献　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

通　
算　
4  2  
年　
の　
永　
き　
に　
亘　
り　
本　
町　

農　
業　
経　
営　
の　
安　
定　
に　
大　
き　
く　
貢　

献　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

昭　
和　
3  0  
年　
5  

月　
に　
鹿　
追　
村　
議　

会　
議　
員　
に　
当　
選　
以　
来　
、　
通　
算　
1  7  

年　
余　
り　
の　
永　
き　
に　
わ　
た　
り　
、　
町　

政　
に　
参　
画　
さ　
れ　
、　
献　
身　
的　
に　
尽　

力　
し　
、　
大　
き　
な　
功　
績　
を　
残　
さ　
れ　

ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
昭　
和　
3  5  
年　
5  

月　
に　
鹿　

追　
町　
の　
農　
業　
協　
同　
組　
合　
理　
事　
に　

就　
任　
以　
来　
、　
専　
務　
理　
事　
、　
組　
合　

長　
理　
事　
と　
し　
て　
も　
活　
躍　
さ　
れ　
、　

昭　
和　
2  7  
年　
3  

月　
に　
鹿　
追　
町　
役　

場　
に　
奉　
職　
後　
、　
昭　
和　
6  2  
年　
に　
鹿　

追　
町　
長　
に　
当　
選　
。　
以　
来　
3  

期　
1  2  

年　
に　
わ　
た　
り　
町　
政　
発　
展　
の　
た　
め　

多　
大　
な　
功　
績　
を　
残　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

特　
に　
、　
町　
民　
生　
活　
の　
安　
定　
と　

長　
寿　
社　
会　
活　
力　
の　
維　
持　
増　
進　
を　

目　
的　
と　
し　
た　
「　
年　
輪　
の　
村　
」　
構　

想　
を　
基　
本　
と　
し　
た　
町　
づ　
く　
り　
を　
推　

進　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
鹿　
追　
高　
校　
生　
を　
対　
象　
に　

し　
た　
カ　
ナ　
ダ　
姉　
妹　
町　
へ　
の　
短　
期　
留　

学　
制　
度　
を　
創　
設　
す　
る　
な　
ど　
自　
治　
、　

社　
会　
、　
教　
育　
の　
各　
分　
野　
に　
わ　
た　
り　

多　
大　
な　
貢　
献　
を　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

「　
基　
地　
対　
策　
予　
算　
の　
増　
額　
等　

を　
求　
め　
る　
意　
見　
書　
」　
を　
基　
地　
対　

策　
特　
別　
委　
員　
会　
の　
発　
委　
（　
委　
員　

会　
か　
ら　
議　
会　
へ　
提　
案　
）　
と　
し　
て　

提　
出　
し　
可　
決　
さ　
れ　
、　
総　
理　
大　
臣　

を　
は　
じ　
め　
関　
係　
大　
臣　
に　
意　
見　
書　

を　
送　
付　
い　
た　
し　
ま　
し　
た　
。　

バイオガスプラン
トで製造した園芸
用消化液試供品

町議会議場
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Ｑ　Ａ　

（　
答　
弁　
）　
�　
田　
町　
長　

こ
の
施
設
は
、
町
が
全
面
的

に
支
援
し
て
、
大
き
な
行
政
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
建
設
し

た
施
設
で
あ
り
、
運
営
に
つ
い

て
町
と
し
て
も
大
き
な
関
心
を

持
っ
て
係
る
の
は
当
然
と
考
え

Ｑ　Ａ　
職　
員　
の　
派　
遣　
人　
事　
に　
対　
す　

る　
考　
え　
方　
は　

懸　
案　
事　
項　
の　
点　
検　
を　
し　
、　

積　
極　
的　
な　
活　
用　
を　
図　
り　
ま　

す　

葛原昇議員

国　
の　
経　
済　
危　
機　
対　
策　
予　
算　

で　
懸　
案　
事　
項　
の　
実　
現　
を　

（　
質　
問　
）　

本
年
４
月
１
日
付
け
の
町
職

員
人
事
に
お
い
て
、
社
会
福
祉

法
人
が
経
営
す
る
介
護
老
人
保

健
施
設
に
町
職
員
が
事
務
長
と

し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
町
民

の
間
で
は
、「
派
遣
さ
れ
た
職
員

の
人
件
費
は
、
派
遣
先
の
法
人

か
町
か
、
ど
ち
ら
が
負
担
す
る

の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
素
朴
な

疑
問
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ

の
際
、
町
の
職
員
を
派
遣
す
る

こ
と
と
し
た
経
緯
や
背
景
、
意

図
あ
る
い
は
狙
い
な
ど
を
お
聞

か
せ
願
い
ま
す
。

又
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
所

見
を
伺
い
ま
す
。

①
当
該
施
設
の
事
務
長
は
、
今

後
も
町
職
員
を
引
き
続
き
充
て

る
べ
き
と
考
え
る
か
。

②
派
遣
職
員
に
係
る
給
与
負
担

区
分
に
つ
い
て
、
公
益
法
人
等

へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の

派
遣
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

鹿
追
町
条
例
と
の
整
合
性
、
解

釈
等
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（　
質　
問　
）　

国　
は　

1  0  0  
年　
に　
一　
度　
と　
い　
わ　
れ　

て　
い　
る　
、　
経　
済　
危　
機　
を　
回　
復　
さ　

せ　
る　
た　
め　
、　
2  1  
年　
度　
は　
当　
初　
予　

算　
の　
8  8  
兆　
円　
に　
加　
え　
て　
、　
経　
済　

危　
機　
対　
策　
関　
係　
経　
費　
と　
し　
て　
1  4  

兆　
円　
の　
補　
正　
予　
算　
が　
可　
決　
さ　
れ　
、　

今　
後　
は　
随　
時　
予　
算　
の　
執　
行　
が　
さ　

れ　
ま　
す　
。　

景　
気　
回　
復　
と　
は　
い　
え　
国　
の　
膨　

大　
な　
借　
金　
政　
策　
は　
理　
解　
で　
き　
な　

い　
部　
分　
が　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
し　
か　

し　
鹿　
追　
町　
と　
し　
て　
も　
今　
後　
更　
に　

国　
か　
ら　
の　
交　
付　
金　
が　
厳　
し　
い　
時　

代　
を　
迎　
え　
る　
こ　
と　
を　
想　
定　
す　
る　

と　
、　
今　
回　
の　
補　
正　
予　
算　
を　
含　
む　

2  1  
年　
度　
予　
算　
を　
如　
何　
に　
上　
手　
に　

活　
用　
す　
る　
か　
が　
将　
来　
の　
活　
性　
化　

や　
財　
政　
に　
大　
き　
く　
影　
響　
す　
る　
も　

の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
け　
し　
て　
無　
駄　

遣　
い　
す　
る　
も　
の　
で　
は　
な　
く　
将　
来　

を　
見　
据　
え　
た　
本　
町　
の　
課　
題　
懸　
案　

事　
項　
等　
々　
の　
総　
点　
検　
を　
し　
、　
事　

業　
の　
導　
入　
を　
検　
討　
さ　
れ　
る　
べ　
き　

と　
思　
い　
、　
町　
長　
の　
所　
信　
を　
伺　
い　

ま　
す　
。　

（　
答　
弁　
）　
�　
田　
町　
長　

国　
の　
補　
正　
予　
算　
に　
は　
調　
整　
と　

関　
連　
す　
る　
各　
種　
事　
業　
等　
が　
予　
算　

化　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
、　
中　
で　
も　

「　
地　
域　
活　
性　
化　
・　
公　
共　
投　
資　
臨　
時　

交　
付　
金　
」　
は　
基　
本　
的　
に　
補　
助　
残　

の　
9  0  
％　
を　
交　
付　
金　
で　
交　
付　
し　
、　

最　
終　
的　
に　
自　
治　
体　
負　
担　
が　
数　
％　

で　
事　
業　
の　
実　
施　
が　
可　
能　
と　
い　
う　

制　
度　
も　
創　
設　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

各　
省　
庁　
の　
補　
正　
予　
算　
の　
具　
体　
的　

な　
制　
度　
設　
計　
内　
容　
を　
確　
認　
し　
、　

本　
町　
で　
近　
い　
将　
来　
に　
必　
ず　
懸　
案　

事　
項　
と　
し　
て　
出　
て　
く　
る　
問　
題　
等　

を　
精　
査　
し　
積　
極　
的　
な　
活　
用　
を　
図　

り　
ま　
す　
。　

Ｑ　Ａ　

Ｑ　
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
を

見
て
楽
し
む
工
夫
は

説
明
機
器
の
充
実
な
ど

を
検
討

Ａ　

狩野正雄議員

埴渕賢治議員

神　
田　
日　
勝　
記　
念　
美　
術　
館　
の　

併　
設　
館　
増　
設　
の　
考　
え　
は　

必　
要　
性　
は　
認　
識　
、　
更　
に　
検　

討　

一　般　質　問

（　
答　
弁　
）　
臼　
井　
教　
育　
委　
員　
長　

今
年
度
の
教
育
執
行
方
針
で

は
、
日
勝
美
術
館
友
の
会
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
企
画

展
、
更
に
他
の
美
術
館
と
連
携

し
、
併
せ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
な
が
ら
「
芸
術
の
ま
ち

鹿
追
町
」
を
全
国
に
向
け
て
発

信
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
ど

ん
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
べ

き
か
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

（　
質　
問　
）　

日
勝
館
は
、
平
成
５
年
開
館

以
来
、
直
営
と
し
て
16
年
間
管

理
・
運
営
を
さ
れ
て
お
り
観
覧

状
況
で
は
初
年
度
６
万
６
千
７

９
１
人
を
ピ
ー
ク
時
と
し
て
、

平
成
19
年
度
の
決
算
で
は
１
万

８
６
４
人
と
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
現
在
運
営
の
あ
り
方
と

し
て
は
、
日
勝
館
の
他
に
、
町

民
ホ
ー
ル
の
中
で
短
期
の
展
示

会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
は
、
実
態
を
踏
ま

え
、
方
策
と
し
て
併
設
館
を
増

設
し
、
絵
画
展
を
は
じ
め
、
彫

刻
、
陶
芸
、
写
真
展
等
々
の
芸

術
作
品
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、

両
施
設
に
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
併
設

館
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（　
答　
弁　
）　
森　
末　
教　
育　
長　

非
常
に
難
し
い
課
題
と
思
っ

て
い
ま
す
。
併
設
館
の
建
設
は

町
理
事
者
と
も
相
談
し
な
が
ら
、

今
後
煮
詰
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

（　
質　
問　
）　

日
勝
館
の
運
営
の
あ
り
方
に

対
し
て
、
カ
ン
フ
ル
剤
的
な
要

素
が
あ
る
の
か
、
ど
う
な
の
か
。

（　
答　
弁　
）　
�　
田　
町　
長　

日
勝
さ
ん
の
絵
は
常
設
で
あ

り
、
併
設
す
る
特
別
展
示
場
は

必
要
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
が
、

町
民
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

（　
答　
弁　
）　
�　
田　
町　
長　

地
域
の
魅
力
を
総
合
的
に
高

め
て
い
く
、「
地
域
づ
く
り
」
の

視
点
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
誇
り
や
愛
着
、
福

祉
、
教
育
、
文
化
、
環
境
な
ど

と
連
携
し
た
展
開
を
基
本
に
、

あ
ら
ゆ
る
資
源
や
施
設
の
連
携

強
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
相
互

理
解
と
社
会
的
交
流
か
ら
生
ま

れ
る
人
材
育
成
や
経
済
効
果
も

大
き
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

（　
質　
問　
）　

イ
ベ
ン
ト
会
場
や
道
の
駅
で

農
産
物
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
は
。

（　
答　
弁　
）　
大　
井　
農　
業　
振　
興　
課　
長　

J
A
の
協
力
で
鹿
追
の
主
要

農
産
物
、
６
点
ほ
ど
プ
ラ
ン
タ

ー
で
展
示
し
ま
す
。

（　
質　
問　
）　

然
別
湖
の
冬
期
間
の
集
客
と
し
て

ワ
カ
サ
ギ
の
穴
釣
り
、
ホ
テ
ル
前

の
ウ
グ
イ
を
観
光
客
の
釣
り
体
験

と
し
て
解
放
し
て
は
。

（　
答　
弁　
）　
黒　
井　
商　
工　
観　
光　
課　
長　

冬
期
間
コ
タ
ン
村
の
開
設
を

し
て
お
り
、
景
観
が
ワ
カ
サ
ギ

釣
り
に
マ
ッ
チ
す
る
か
。
ウ
グ

イ
釣
り
は
レ
ジ
ャ
ー
か
駆
除
対

策
と
し
て
行
う
か
、
目
的
を
明

確
に
す
る
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

飯沼新吾議員

施　
設　
の　
経　
営　
安　
定　
化　
の　
た　

め　
の　
当　
面　
の　
措　
置　

（　
質　
問　
）　

予
算
権
を
持
っ
て
い
る
町
長

と
し
て
、
ど
う
こ
の
辺
を
判
断

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

（　
質　
問　
）　

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
や
関
連

施
設
の
見
て
楽
し
む
工
夫
は
。

（　
答　
弁　
）　
大　
井　
農　
業　
振　
興　
課　
長　

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
は
見
学

者
が
多
く
、
勉
強
や
見
学
す
る

施
設
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
必
要
性
か
ら
も
う
少
し
環
境

の
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
現
在
の
事
務
所
で
は
説
明

場
所
と
し
て
は
狭
く
説
明
機
器

も
不
足
し
て
お
り
、
将
来
的
に

は
装
備
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
現
在
内
部
で
検
討

し
て
い
ま
す
。

（　
質　
問　
）　

旭
山
動
物
園
は
、
発
想
の
転

換
や
工
夫
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
動

物
の
展
示
を
し
て
お
り
、
全
国

か
ら
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
地

域
経
済
に
波
及
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

農
業
や
観
光
資
源
さ
ら
に
は

自
然
景
観
を
組
合
わ
せ
た
展
示

や
利
活
用
を
研
究
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

て
い
ま
す
。
事
務
長
職
は
施
設

の
要
で
あ
り
ま
す
が
、
前
任
者

の
退
職
以
降
不
在
と
な
っ
て
お

り
、
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
施

設
側
と
協
議
の
結
果
、
当
分
の

間
、
町
の
職
員
を
充
て
る
こ
と

で
経
営
の
安
定
化
を
図
る
こ
と

を
大
き
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①
に
つ
い
て
、
あ
く
ま
で
も
当

分
の
間
で
あ
り
、
施
設
の
自
助

で
で
き
る
状
況
に
な
れ
ば
基
本

に
戻
し
て
参
り
た
い
。

②
に
つ
い
て
、
派
遣
職
員
の
給

与
の
負
担
に
つ
い
て
は
、「
町
の

事
務
及
び
事
業
の
効
率
化
の
実

施
が
図
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
給
与
を
支
給
で
き
る
。」
と

さ
れ
て
お
り
、
何
ら
問
題
は
な

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

道の駅しかおい・農産物展示

神田日勝記念美術館介護老人保健施設もみじの里
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Ｑ　Ａ　
分　
権　
、　
鹿　
追　
町　
で　
パ　
ス　
ポ　

ー　
ト　
の　
発　
券　
を　

地　
元　
で　
出　
来　
る　
よ　
う　
に　
し　

た　
い　

川染洋議員

（　
質　
問　
）　

分
権
の
下
に
北
海
道
で
は
道

職
員
を
減
ら
し
て
い
る
が
、
こ

の
こ
と
は
鹿
追
町
に
ど
ん
な
影

響
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

（
答
弁
）
�　
田
町
長

基
礎
自
治
体
と
し
て
市
町
村

が
し
っ
か
り
と
し
て
財
政
基
盤

を
確
立
し
た
上
で
自
己
決
定
、

自
己
責
任
の
下
に
町
づ
く
り
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

北
海
道
か
ら
の
権
限
移
譲
は

積
極
的
に
移
譲
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

が
り
行
政
能
力
も
深
ま
る
と
考

え
て
い
る
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
券
は
、
地

元
で
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

（　
質　
問　
）　

国　
の　
機　
能　
が　
地　
域　
に　
分　
解　
さ　

れ　
始　
め　
て　
い　
る　
時　
代　
で　
す　
。　

分　
権　
が　
進　
む　
と　
住　
民　
に　
も　
影　
響　

を　
及　
ぼ　
す　
と　
思　
う　
が　
、　
住　
民　
に　

と　
っ　
て　
は　
そ　
の　
実　
感　
が　
あ　
ま　
り　

な　
い　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
、　
町　
長　
は　

分　
権　
に　
つ　
い　
て　
は　
ど　
う　
認　
識　
さ　

れ　
て　
い　
る　
か　
伺　
い　
た　
い　
。　

私　
は　
以　
前　
の　
一　
般　
質　
問　
で　

「　
分　
権　
を　
使　
っ　
て　
パ　
ス　
ポ　
ー　
ト　
の　

発　
券　
を　
」　
の　
質　
問　
を　
し　
た　
が　
、　

「　
あ　
ま　
り　
必　
要　
で　
は　
無　
い　
の　
で　
は　

な　
い　
か　
」　
と　
の　
答　
弁　
で　
あ　
っ　
た　
。　

今　
の　
町　
政　
策　
で　
は　
毎　
年　
5  0  
人　

か　
ら　
6  0  
人　
の　
子　
ど　
も　
た　
ち　
が　
カ　

ナ　
ダ　
に　
行　
く　
の　
で　
す　
か　
ら　
、　
町　

の　
ス　
テ　
ー　
タ　
ス　
、　
新　
し　
い　
夢　
の　

空　
間　
創　
造　
の　
た　
め　
に　
も　
是　
非　
パ　

ス　
ポ　
ー　
ト　
の　
発　
券　
を　
す　
る　
べ　
き　

仕
事
が
増
加
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
、
受
け
る
市
町
村
で
は
仕

事
が
あ
ふ
れ
、
住
民
も
協
働
を

し
な
け
ば
な
ら
な
く
な
る
と
思

う
が
、
「
行
政
区
」
組
織
で
あ

る
協
力
団
体
を
「
町
内
会
」
な

ど
に
改
め
、
法
人
化
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

総務

産業

お気軽に

６
月
９
日
火
産
業
常
任
委
員

会　
の　
所　
管　
す　
る　
町　
内　
施　
設　
の　
管　

理　
状　
況　
及　
び　
整　
備　
計　
画　
に　
つ　
い　

て　
調　
査　
を　
実　
施　
い　
た　
し　
ま　
し　
た　
。　

①　
子　
供　
の　
通　
園　
、　
通　
学　
路　
な　
ど　

安　
全　
な　
生　
活　
確　
保　
の　
た　
め　
町　
道　

整　
備　
で　
調　
査　
。　

②　
オ　
シ　
ョ　
ロ　
コ　
マ　
孵　
化　
養　
殖　
施　

設　
の　
管　
理　
状　
況　
を　
調　
査　
。　

③　
工　
事　
中　
の　
「　
農　
芸　
公　
園　
」　、　
管　

理　
運　
営　
、　
整　
備　
プ　
ラ　
ン　
な　
ど　
企　

画　
面　
で　
の　
連　
携　
を　
要　
望　
。　

④　
北　
瓜　
幕　
旧　
西　
原　
研　
究　
所　
跡　
地　

施　
設　
の　
利　
用　
計　
画　
や　
ア　
ピ　
オ　
ス　
、　

ケ　
ー　
ル　
な　
ど　
試　
験　
栽　
培　
作　
物　
の　

説　
明　
を　
受　
け　
る　
。　

⑤　
然　
別　
湖　
ネ　
イ　
チ　
ャ　
ー　
セ　
ン　
タ　

ー　
よ　
り　
体　
験　
メ　
ニ　
ュ　
ー　
や　
ツ　
ア　

ー　
客　
の　
動　
向　
を　
う　
か　
が　
う　
。　
新　

型　
イ　
ン　
フ　
ル　
エ　
ン　
ザ　
の　
広　
が　
り　

で　
キ　
ャ　
ン　
セ　
ル　
も　
。　

⑥　
藤　
田　
牧　
場　
の　
宿　
泊　
コ　
テ　
ー　
ジ　

を　
見　
学　
、　
教　
育　
フ　
ァ　
ー　
ム　
に　
よ　

り　
農　
業　
へ　
の　
関　
心　
と　
新　
し　
い　
雇　

用　
を　
生　
み　
出　
す　
。　

⑦　
整　
備　
さ　
れ　
た　
町　
営　
牧　
場　
の　
パ　

ド　
ッ　
ク　
。　
入　
牧　
牛　
の　
管　
理　
向　
上　

の　
た　
め　
計　
画　
的　
な　
パ　
ド　
ッ　
ク　
整　

備　
を　
行　
う　
べ　
き　
。　
町　
営　
牧　
場　
の　

経　
営　
面　
に　
も　
注　
目　
し　
て　
ま　
い　
り　

ま　
す　
。　

⑧　
帯　
広　
開　
発　
建　
設　
部　
の　
担　
当　
者　

よ　
り　
国　
営　
美　
蔓　
地　
区　
か　
ん　
が　
い　

排　
水　
事　
業　
の　
目　
的　
と　
工　
事　
の　
進　

め　
方　
に　
つ　
い　
て　
研　
修　
。　
幌　
内　

⑨　
国　
道　
２　
７　
４　
号　
改　
良　
に　
と　
も　

な　
い　
、　
自　
然　
景　
観　
に　
配　
慮　
し　
た　

道
路
整
備

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

設
置

の
計
画
を
国
土
交
通
省

の　
職　
員　
が　
説　
明　
。　
瓜　
幕　
2  6  
号　

⑨⑧⑦⑥

⑤

④

③

②

①

地域活性化経済危機対策費
４月１０日に決定された｢経済危機対策」（政府・与党会議等決定）において「地方公共団体において、地

球温暖化対策、少子高齢化社会への対応、安全・安心の実現、その他将来に向けた地域の実情に応じるきめ細
かな事業を積極的に実施する」ことを主旨とした交付金です。鹿追町では次の事業に支出されます。

1 0 0万円以上の事業

修繕料(役場庁舎、白樺団地、新光団地外) 5 , 9 1 8万円

交通事故防止看板設置工事 5 1 0万円

戸籍管理委託料 2 , 5 0 0万円

もみじ工房増築工事 1 , 6 0 0万円

農芸公園樹木委嘱手数料 3 0 0万円

町営牧場看視舎住宅改修工事 4 2 0万円

町営球場バックネット設置工事 1 , 1 4 4万円

然別湖畔園地整備工事 5 0 0万円

学校校務用コンピュータ購入費 8 6 8万円

保育用備品購入費 4 0 0万円

夢創造館備品購入費 3 0 0万円

ラィディングパーク乗用３連アプローチモア購入費 4 0 3万円

災害対応用エアーテント購入費 4 8 0万円

防災用地図システム購入費 1 1 0万円

鹿追７号線外安全施設設置工事 5 4 8万円

家畜伝染病等防疫車購入費 1 , 5 0 0万円

中瓜幕南部西２１線外安全施設整備工事 3 0 4万円

町立病院備品購入補助金 1 5 0万円

鹿追町民ホールボイラー更新工事 1 , 6 2 7万円

西町２丁目東通り防塵処理工事 5 0 0万円

泉町２丁目仲通り防塵処理工事 3 9 0万円

鹿追９号線東南通り防塵処理工事 4 1 0万円

鹿追９号線東仲通り防塵処理工事 4 2 0万円

上然別１８号線防塵処理工事 2 9 0万円

鹿追北６線防塵処理工事 2 9 0万円

議会の傍聴を
定例会は、年４回（３月、６月、
９月、１２月）開かれます。一般
質問は定例会中に開催されます。
お問い合わせは、議会事務局まで。

（電話6 6 - 2 3 1 1 内線3 1 1）

５　
月　
2  2  
日　
（　
金　
）　
に　
実　
施　
し　

ま　
し　
た　
町　
内　
施　
設　
調　
査　
の　
内　
容　

を　
報　
告　
い　
た　
し　
ま　
す　
。　

(  1  )  
分　
譲　
地　
①　
い　
ず　
み　
野　
団　
地　
第　

３　
分　
譲　
地　
の　
販　
売　
状　
況　
は　
、　
2  6  

戸　
中　
1  1  
戸　
売　
却　
済　
、　
２　
戸　
予　
約　

の　
状　
況　
で　
す　
。　
②　
瓜　
幕　
の　
第　
２　

分　
譲　
地　
は　
、　
町　
が　
買　
い　
戻　
し　
、　

２　
戸　
の　
公　
住　
と　
１　
戸　
の　
高　
齢　
者　

住　
宅　
を　
建　
設　
し　
ま　
す　
。　

(  2  )  
ご　
み　
最　
終　
処　
分　
場　
で　
は　
、　
５　

年　
経　
過　
（　
1  5  
年　
計　
画　
）　
し　
、　
埋　

立　
率　
2  8  
％　
と　
順　
調　
で　
す　
が　
今　
後　

の　
課　
題　
で　
は　
、　
①　
廃　
棄　
物　
の　
排　

出　
抑　
制　
②　
浸　
出　
水　
処　
理　
施　
設　
の　

機　
械　
メ　
ン　
テ　
ナ　
ン　
ス　
③　
有　
害　
鳥　

獣　
対　
策　
が　
あ　
げ　
ら　
れ　
、　
更　
に　
処　

理　
場　
が　
役　
目　
を　
終　
え　
た　
後　
の　
次　

期　
計　
画　
が　
必　
要　
で　
す　
。　

(  3  )  
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
資
源
ご

み
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の

高　
揚　
を　
図　
る　
た　
め　
、　
見　
学　
会　
な　

ど　
の　
開　
催　
に　
よ　
る　
意　
識　
の　
啓　
蒙　
を　

図　
る　
事　
の　
必　
要　
性　
を　
確　
認　
し　
ま　
し　

た　
。　

(  4  )  
瓜　
幕　
ラ　
ィ　
デ　
ィ　
ン　
グ　
パ　
ー　
ク　
で　

は　
、　
①　
各　
学　
校　
の　
利　
用　
で　
情　
操　
教　

育　
を　
推　
進　
し　
て　
い　
る　
が　
、　
観　
光　
面　

の　
活　
動　
が　
今　
後　
の　
課　
題　
。　
②　
道　
の　

駅　
う　
り　
ま　
く　
は　
、　直　
売　
所　
の　
拡　
張　
、　

改　
修　
検　
討　
し　
て　
い　
る　
が　
、　
エ　
リ　
ア　

全　
体　
を　
指　
定　
管　
理　
者　
制　
度　
で　
運　
営　

す　
る　
事　
も　
含　
め　
議　
論　
の　
必　
要　
性　
を　

確　
認　
。　

(  5  )  
消　
防　
の　
運　
営　
は　
、　
平　
成　
2  4  
年　
ま　

で　
に　
消　
防　
広　
域　
化　
を　
。　
又　
、　
平　
成　

2  8  
年　
ま　
で　
に　
は　
、　
無　
線　
デ　
ジ　
タ　
ル　

化　
を　
目　
指　
し　
て　
い　
る　
が　
、　
十　
勝　
５　

消　
防　
本　
部　
を　
１　
本　
部　
に　
す　
る　
こ　
と　

に　
は　
、　
問　
題　
が　
あ　
る　
と　
解　
さ　
れ　
ま　

す　
。　

（
答
弁
）
�　
田
町
長

知
事
の
足
元
は
減
ら
な
い
で
、

地
方
の
道
職
員
か
ら
減
ら
し
て

い
る
こ
と
に
は
疑
問
を
感
じ
て

い
る
が
、
市
町
村
の
行
政
改
革

と
比
べ
た
ら
ま
だ
甘
い
と
思
う
。

（　
質　
問　
）　

道
職
員
が
減
る
こ
と
は
、
分

権
が
進
む
こ
と
で
、
市
町
村
の

（
答
弁
）
�　
田
町
長

私
も
早
く
改
め
る
べ
き
と
考

え
い
る
の
で
、
行
政
側
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
を
し
て
行
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

で　
は　
な　
い　
か　
。　

一　般　質　問

( 1 )ー①

( 1 )ー②

( 2 )

( 2 )ー③

( 3 )

( 3 )( 4 )ー②( 4 )( 5 )
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